
科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

２３９０３

基盤研究(C)

2014～2012

進行性核上性麻痺の淡蒼球病変：既病理確定例を含めた症例群によるＭＲＩ所見の検討

MRI evaluation of the globus pallidus lesion in progressive supranuclear palsy 
including pathological proved cases

７０４５３０６６研究者番号：

櫻井　圭太（Sakurai, Keita）

名古屋市立大学・医学（系）研究科（研究院）・講師

研究期間：

２４５９１７８５

平成 年 月 日現在２７   ６ １６

円     1,400,000

研究成果の概要（和文）：初年度は東京都健康長寿医療センターのデータベースを用いて，進行性核上性麻痺(PSP)の
既病理確定例及びレビー小体型認知症(DLB)のT2強調像における淡蒼球高信号域を評価しました．PSP症例の57%におい
て，淡蒼球にT2強調像での信号上昇が認められました．少数例での評価ですが，PSP亜型において，淡蒼球信号変化の
有用性を示唆している可能性があります．
2，3年目は臨床診断が為されている症例を中心にPSP，皮質基底核症候群，多系統萎縮症，パーキンソン病における脳
容積及び脳血流の画像統計解析を行いました．解析にて，中心前回白質の容積や被殻，小脳血流の低下がこれらの鑑別
に有用であるとの結果を得ました．

研究成果の概要（英文）：In the first year of this study, we have evaluated the globus pallidus lesion of 
pathologically proved patients with progressive supranuclear palsy (PSP) and dementia with Lewy bodies 
(DLB). Compared with DLB patients, PSP patients (57%) have revealed more clearly the characteristic high 
signal intensities in the globus pallidus on T2-weithted image. In spite of small number of the patients, 
this high signal intensity is thought to be useful for the diagnosis of PSP. Second and third year in 
this study, we have used the voxel-based analysis of cerebral volume and blood flow for the diagnosis of 
PSP, corticobasal syndrome, multiple system atrophy and Parkinson disease. These results have proved that 
white matter volume decrease of the precentral gyrus and hypoperfusion of the cerebellum are useful for 
the differentiation of these disorders.

研究分野：放射線画像診断学
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１．研究開始当初の背景 
 パーキンソン病関連疾患である進行性核
上性麻痺 (PSP) は病理学的診断の進歩によ
り，淡蒼球を含めた深部灰白質の異常が病態
の中心であることが判明している．しかしな
がら，magnetic resonance imaging (MRI) を
中心とした画像検査では淡蒼球病変に関す
る言及は乏しく，非病理確定例が中心である．
加えて，従来と異なる臨床亜型により，臨床
症状，神経学的所見での診断が困難となり，
神経画像診断の重要性が増しているのが現
状である． 
 
２．研究の目的 
 PSP の病理学的異常の中核である淡蒼球に
ついて既病理確定例を含めた症例群におい
て，その MRI 所見を検討し，臨床診断に応用
すること． 
 
３．研究の方法 
 東京都健康長寿医療センターのブレイン
バンクや神経専門外来，名古屋市立大学病院
など放射線部門を有する専門施設の協力に
より，既病理確定例を含めた PSP 症例群を収
集する．収集した PSP 症例群における淡蒼球
病変のMRI所見を定性的，定量的に評価する． 
定性的評価は神経放射線科医の視覚的評価
を用い，定量的評価は画像統計解析手法を用
いた． 
 
４．研究成果 
 PSP 既病理確定例 10 症例を検討し， 57%
において，淡蒼球に T2 強調像での信号上昇
があり，三角形，棍棒状の形態が特徴的であ
った．特筆すべきは，中脳被蓋の萎縮が比較
的軽度な PSP 亜型においても，淡蒼球の信 
号変化が認められた点であった．淡蒼球の信
号変化が画像診断の有用性を示唆している
可能性がある，と考えられた． 
 加えて，PSP 及び皮質基底核症候群の臨床
診断例において，画像統計解析手法を用いる
ことにより，中脳被蓋や中心前回白質の容積
低下が両者の鑑別に有用であることを証明
した． 
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